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羊毛害盛の蝕害と温度との関係

_第 報

山 田 保 治

紺 ~fl

第-報及び第二報で述べた如 く､本邦産葦毛主要嘗曲は､自然状態に於ては､冬季小目の平
4

均渦度が.｢ヒメカツヲブシムシJの幼蝕は摘氏の略ぼ10度以下に ｢ヒメマルカツヲブシムシJ

の劫轟舶華氏の略ぼ 4度以下に.｢コイガJの幼魚では輔氏の格ぼ5度以下に.T降すれば蝕賓

を停止することが明 らかとなつ私 ､

之等羊毛主要賓免の触磐停止に到る湿度は､尊宅､其他.羅紗､ r:E･7.llyJ,rセル｣等の毛
■■

織物を始めと1.へ 皮革等を貯蒔する倉庫内に於ける､之等宰鼓の袖客を防止する限界温度とな

るを以て､此限界温度を確かめて置 くことは.本邦の如き､尊宅の大部分を外聞よりの輸入に

仲がざる.ペか らざる鞠に於ては､重要研究事項の-であることは,敢へて此所に蟹言するまで

もないO由って､聾者は定温絡む位用して､溜氏の､ 10度､5度､3度の恒油の下に於いて､

rイガJ､｢コイガムrヒメマ]Lカツヲプシムシ｣の3経の審親の老熟に近い勤勉を供託艶 として､

驚験を行ない､それノぞALの勃歳の蝕膏停止に到る限界温度を確かむることとした｡本文を革す

るに常 りて懇切なる助晋を典- られし春川件士に深甚なる謝意を衆すると共に､奉研究調賓に
t

終始助力せ られたる谷口久代氏に厚 く感謝の意を来す L,

賓 験 の 方 法･

マル がソヲブシJ､シ ー帽 和 15年 1月 16 日乃至昭 和 15年 L2月19 El

浦氏 10度飼育期間

植民5磨飼育期間
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メ マル カツヲブシJ､シ ー帽和15年 2 月 21 日乃至昭和 15年 3 月 11 日
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用氏 こう鹿飼育朋間

ヒメて/いjJtソヲ ブL-ムtlJ/帽和 は 年 3月liZEこl乃玉昭和 15年 4JH (=1
汁30日間J ,
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供 試 尾 曲 ｢ヒメマ凡がブヲブシムシ二LrイガpLrコイガー牌3樺の老熟に近い幼魚､始めの

2笹は各 T25一越づ をゝ､rコイガ_惟 2O世棟印した｡,

構 試 布 白無地｢モス17ンJを､便宜上略ぼ5セチンメー トル角に切ってJll仏fc..,

飼 育 容 君臣 rベ トーJシャ - レJFq躍 7センチメー ト,L､深さ3センチメー ト,1･のものを任那 ノ
＼

たO

飼育定雄も器 千野式185型低湿度恒il.JtH潜を使用したし,

観 察 の 方 法

供試布 1枚に､供就幼鹿 1匹-を各 1個の容器に入れ､ 同様の ものむ､ rヒメマルがyヲブシ

J､シ｣とrイガ｣は 25胤 rコ fガ｣は20個を逢 わLJ之を定温誰の和こ入nJl各 5日日毎に､牛頭b

繭 9時より正午迄の間に､幼良の蝕寄状況を観察し､蝕零されたる供試布は其都度取換-ると

共に､其際全部の幼魚が 5日間に蝕啓 し翻 河積を計算 して､其合計数を記紘L札 触寄両横表｣

示の単位は僻虹 ヒ剖 艮批 1ミ lJメ- トJL角に等し資面積の蝕賓孔をlとLて計辞した｡尊宅を

原料 とせる撒物で.｢モス1)ンJj:yD薄いものを得ることが出来なかったために.之を供粥布と

して用払たので､蝕賓面積の計罫には鼎常困難を感じたが､川東得 る限 り正確に近か らしむる

やう努めた､､斯様にして飼育粗度により､観客面積が如何に影響を受けるかを､大過放く硯は

し得たと恩,LL,観察記録の概要及び温度と蝕啓両横を封照せる曲線は攻の通 りであるこ.

rt メ マルカ,.yヲブシムシJ幼鹿の LOOr'0:iOc･の各定温皮飼育期間中の記鋒

命 温皮oC幼魚可 調 査 年 月 日 ･蝕賓而稗 .節 .考

7 /) // ///) ~ll3日--...-,..19日 1.0



rbメIqlレカyヲ アジ ム ツJj(lu戯 o')]OLJ ;71J';1,C'C u)各｣赦浬駄飼育期間中に於ける蝕寮 と各線鑑 とV)関係

rイカQ.J幼鹿の 1()0 F･O･LiLlL二a)各定温度飼育期間中の記録

滞船 脱皮oC 幼塵取 調 教 年 月 日 1鵬 甲 備 考

招 .L2.,叩_i;//I///′リ// 昭利15年 1月.21日- .-4...-'lt,T,日/! 〝 9ー‥朴 ..- ..-潮 目.// // 51日.---9月 4日// 9月 5日----...(tlET.// /J lOEf- .1.....-14日/JJ/ 15日-........-10日 19,9r.15.07.59.0.5.77.0 碗氏10度飼育期間中の日数は80日

描 2.rj四/)/I// JTJ.rl.0.0 稀氏 5,度飼育期間中の .Et数は'20日

り が｣幼魚の ICI｡･F;O:･iCjo')各髭粗度飼育期間中に於ける蝕晋 と各派鑑 と6')関係

- 温 度 一･一･一･鰻害面積

＼
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｢コイガJ幼亜Q)loo5013Ocの各鮭温度飼育期間中の記録

舟批 粗度bC 幼魚数 調 教 年 月 Ef 蝕鮮両種 齢 考

0ユ0ll19131+i 3/////)/I/) 207些//////〟/) 昭和1;7JfF;りヨ19日.,-...--16日// // 17FT -,...-.-.21日I/ // '32日---.-...望ti月I) /7 97日.--,--..iiユ日/J Jj=月 1日....-.,,,-E相/) // 6日..--,.∫..ー10日 .0.0.0.0.().0 柄氏汚鑑飼育期間中の日数は三;0日

概 括 と､結 論

以上の記録及び曲線で明らかなる如 く,各種によって,蝕寄面積の樺鍍k:はそれぞ抑 乞相違

がある､戯れども､摘氏 l()鹿の時には何れの幼鳥 も蝕賓して屠る､特に,｢コイガ｣や｢イilu

の劫歳では,｢ヒメマjLがソヲブシムシ｣の幼魚より.ち.蝕寄簡横が著しく大であるYこと蜂､注

意を引 く斬であるが､之は幼急白鰹 が､｢ヒメマルカツヲブシ去シ｣の劫戯よrりも､軌 こく大き

いことにもよることであらうが,叉,営巣材料としての加賓が､相嘗大なる原因をなして居る

こと臥 否むことが出来ないと恩ふ(而して､庫氏 5度に下降するや,｢コイガJの幼魚は其期
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間中､rfが｣の幼鋸 ま5鹿朋閥の中程迄､蝕額を紅組Lo日工メマ jLカツ ヲ ブ シム シ｣の勃免は､

5度に下降するや蝕啓は粂たく停止 しでl成仏､ 弧 こ ;う鹿 に下 降 す るや､ ;i種 の勃曲射 毛に蝕

聾を完食に停止1/Cl,まった｡
I

以上の寵騒戚萌によって考療すれば､本邦塵輩屯の主事替地として､被寄C'r)政 も甚だしい此

:与植野で臥 触容の漁 も盛んな時代である老熟に近い勃曲でも､凋鹿が相即 )3度に下降すれ

ば､其蝕聾は企く停止してしまふことが明確となつれ 此蝕審停止に到る掘進&知 り得たこと

は､我が喝の如き葦毛U)大部分を外囲よi)の瞭人に伸がざるべからざる岡に於て臥 栗源保持

の見地より､益する蒐決して小でないと信車る0枚に､尊宅及び之等の製品､基地皮革.葦i,

貯蔵する食榛にありて株､著し,倉庫内の湿度を常忙植民の3度以下に保持することが､技術

的に且つ評詳細勺に嘗桁可能射 )とすれば,斯 くup如き設備を施すや弓努むべきものと考へ五

菜 戯

1,山 間 保 治 葦毛軍政之触薯と榔 &:との紺係､第一報｡

Ll. // Jly

防地租輿#3'三傭 19-26貫 r昭和 14年J1939-

第二報C,

防歳科革第四既 L21J25買 r昭和 15年｣1940,,

r経 [)｣


